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◇
史
学

会
総
会

第
七
回
奈
良
大
学
史
学
会
総
会
は
、
五
月
二
十
七
日
(土
)
一
〇
五

教
室

に
お
い
て
開
か
れ
、

一
九
八
八
年
度
の
事
業
、
会
計
、
会
計
監

査
報
告

が
行
わ
れ
、
次
い
で

一
九
八
九
年
度
の
役
員
人
事
案
、
年
間

事
業
計

画
案
と
そ
れ
に
伴
う
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。

一
九
八
九
年
度
の
役
員
は
次
の
と
お
り
。

▽
会
長

堀
内

一
徳

▽
副
会
長

水
野
柳
太
郎

▽
教
員
委
員

(監
事
)

鎌
田
道
隆

松
山
宏

(編
集
)

守
山
記
生

(庶
務

・
会
計
)

青
木
芳
夫

(庶
務

・
雑
誌
交
換
)

森
田
憲
司

▽
学
生
委
員

蒲
池
清
士

(代
表
)

岡
本
和
美

(副
代
表
)

小
磯
郁
子
、
近
藤

順
、
・津

田
真
希
、
豊
浜
勇
治
、
長
谷
川
清
、
北
川
裕
紀
子
、
国
分
明

子
、
塩
田
才
恵
子
、
柴
垣
百
合
、
穴
山
雄
三
、
,井
上
尚
美
、
小
川
彰

基
、
国
富
美
貴
子
、
長
尾
芳
子
、
中
野

一
平
、
宮
本
万
紀
子
、
村
田

佳
壽
子
、
足
羽
幸
宏
、
澤
田

潤
、
白
岩
修
、
竹
内
真
弓
、
宮
越

姿

(以
上
総
務
)

中
堀
夏
樹
、
橋
本

裕
史
、

元
安
今
日
子
、
阿
座
上

謙
二
、
武
平
竜

一
、
米
田
武
弘

(以
上
広
報
兼
編
集
)

今
井
睦
美
、

木
村
和
代
、
森
田
美
和

(以
上
書
記
兼
会
計
)

◇
春
季
講
演
会

五
月
二
十
七
日
(土
)、
史
学
会
総
会
に
ひ
き
続
き
、
例
年
の
通
り
、

奈
良
大
学
史
学
科

・
史
学
会
共
催
に
よ
る
特
別
講
義
が
、
左
記
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
。

大
阪
市
史
編
纂
所
所
長

藤
本

篤
氏

「地
方
史
編
纂
と
歴
史
研
究
」

大
阪
府
立
大
学
教
授

杉
本
憲
司
氏

「東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
古
代
国
家

の
成

立
」

◇
現
地
見
学
会

今
年
度
の
春
期
現
地
見
学
会
は
、
東
大
寺
散
策
で
あ
っ
た
。

本
学
客
員
教
授
の
堀
池
先
生
、
ま
た
水
野
教
授
に
興
味
深
い
お
話

を
し
て
頂
き
、
大
仏
殿
で
は
大
仏
の
台
座
に
上
り
、
蓮
弁

に
つ
い
て

の
説
明
も
う
か
が

っ
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
見
学
者

一
同
か
ら
の
質
問
も
盛
ん
に
飛
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び
出
す
と
い
う
、
大
変
有
意
義
な
見
学
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。

今
後
も
こ
の
現
地
見
学
会
を
、
歴
史
を
直
接
肌
に
感
じ
と
っ
て
も

ら
え
る
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

◇

「
青
垣
祭
」
不
参
加
報
告

史
学
会
委
員
会
は
、
今
年
度
、
青
垣
祭

へ
の
不
参
加
を
決
定
し
た
。

研
究
活
動
発
表
の
場
を
限
定
せ
ず
、
「定
期
講
習
会
」
や

そ
の
他

の
年
間
行
事
に
も
今
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
頑
張

っ
て
行
こ
う
と
思

う
次
第

で
あ
る
。

◇
定
期
講
習
会

青
垣
祭

へ
の
参
加
を
中
止
し
、
代
わ
り
の
企
画
と
し
て
定
期
講
習

会
を
行

っ
た
。
概
容
と
し
て
は
史
学
科
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
も

っ

た
ビ
デ
オ

(映
画

・
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
等
)
を
上
映
す
る
こ
と
に

し
た
。
第

一
回
目
と
し
て
十
月
二
十

一
日
に

「
孫
文
」
を
上
映
し
た

の
を
皮
切
り
に
、
年
度
内

に
は
も
う

一
回
行
う
予
定

で
あ
る
。

◇
卒
論
中
間
報
告
会

十

一
月
十
八
日
、
二
十
五
日
の
二
週
に
わ
た

っ
て
、

二
〇
三
教
室

に
於

て
卒
論

中
間
報

告
会
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
で
六
回
目
を
迎

え
、
年
ご
と
に
多
く
の
学
生
が
集
ま
り
、
熱
心
に
報
告
を
聴
き
入

っ

て
い
た
。

今
年
度
の
報
告
者
と
論
題
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

〇
十

一
月
十
八
日

宇
佐
美
勝

「
唐
代
後
期
の
宙
官
に
つ
い
て
」

藤
尾
和
美

「
江
戸
時
代
に
お
け
る
都
市
問
題
と
し
て
の
塵
芥
」

古
谷
剛
洋

「叙
任
権
闘
争
に
つ
い
て
」

西
村
圭
吾

「
豊
臣
秀
吉
の
京
都
再
建
1
お
土
居
に
つ
い
て
ー
」

中

史
人

「
日
本
産
業
革
命
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
特
質
と
問

題
点
-
三
重
県
四
日
市
と
そ

の
関
連
地
域
を
中
心
と

し
て
ー
」

〇
十

一
月
二
十
五
日

山
田
友
香
子

「
第

一
次
大
戦
期

の
中
国
」

岡
本
聡
美

「
イ
ン
カ
社
会
の
自
然
と
生
活
」

北
條
朝
彦

「
造
東
大
寺
司
の
成
立
過
程
」

今
藤
達
徳

「初

期
教
会
史

-
彼
ら
に
力
を
与
え
た
も
の
は
何
か

i
」

◇

「
史
学
会
会
報
」
等
の
発
行

史
学
会
行
事

の
案
内
な
ど
、
史
学
会
の
活
動
の
普
及
を
目
的
と
す

る

「史
学
会
会
報
」
で
あ
る
が
、
本
年
度
は
予
定
通
り
第
九

・
十
号

の
発
行
の
他
に
新
入
生
を
対
象
と
し
た
号
外
を
発
行
す
る
な
ど
、
充

実
し
た
活
動
を
行

っ
た
。

ま
た
、
例
年
に
ひ
き
つ
づ
き
、
小
冊
子

「
歴
史
学

へ
の
扉
」
を
発
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行
。

一
年
次
生
を
対
象
と
し
た
参
考
図
書
の
紹
介
で
、
教
員
と
学
生

委
員
が
共
同
執
筆
し
、
そ
の
他
に
折
り
込
み
付
録
と
し
て

一
年
次
生

を
対
象

と
し
た
各
講
読
紹
介
も
つ
け
く
わ
え
ら
れ
、
よ
り
充
実
し
た

内
容
と
な
っ
た
。

◇
第
四
回
中
国
研
修
旅
行

一
九
八
九
年
春
の
史
学
科
中
国
研
修
旅
行
は
、
菅
野
正

・
明
石
岩

雄

・
森

田
憲
司
の
三
名
の
教
員
の
引
率
に
よ
り
、
次
の
日
程
で
行
わ

れ
た
。

月 月

七 六
日 日

 

三
月

八
日

三
月

九
日

三
月

一
〇
日

月 月

日 日

大
阪
発
上
海
を
経
て
蘇
州

へ

蘇
州
泊

蘇
州
市
内
見
学

(盤
門
、
文
廟
、
蘇
州
博
物
館
、
北

寺
塔
、
拙
政
園
)
の
後
、
夜
行
列
車
で
曲
阜

へ

曲
阜
市
内
見
学

(孔
子
廟
、
顔
廟
、
周
公
廟
、
魯
国

故
城
、
少
昊
陵
、
孔
林
)
曲
阜
泊

午
前
、
郷
県

(孟
子
廟
、
孟
府
、
鉄
山
摩
崖
、
九
龍

山
漢
墓
)、
午
後
、
孔
府

曲
阜
泊

嘉
祥
県
の
武
氏
祠
、
済
寧
市
の
太
白
楼
、
鉄
塔
、
漢

碑
群
を
見
学
の
後
、
済
南
市

へ

済
南
泊

千
仏
山
、
黄
河
、
霊
巌
寺

済
南
泊

柳
埠

(四
門
塔
、
神
通
寺
)
、
大
明
湖
、
山
東
省
博
物

館
、
夜
行
列
車
で
北
京

へ

三
月

=
二
日

北
京

(天
壇
、
王
府
井
、
故
宮
)

北
京
泊

一
四
日

北
京

(A
班

万
里
の
長
城

・
十
三
陵
、
B
班

首

都
博
物
館

・
古
観
象
台

・
都

一
慮

・
琉
璃
廠

・
人
民

大
会
堂
)
北
京
泊

三
月

一
五
日

北
京

(天
安
門
広
場
、
円
明
園
遺
肚
、
願
和
園
)
か

ら
飛
行
機
で
上
海

へ

上
海
泊

三
月

一
六
日

上
海

(豫
園
、
上
海
博
物
館
)

上
海
泊

三
月

一
七
日

上
海
か
ら
大
阪

へ

今
回
の
旅
行
の
前
半
で
は
、
曲
阜

・
済
南
を
中
心
と
す
る
山
東
省

の
史
蹟
、
中
で
も
石
刻
美
術
を
多
く
見
学
し
た
が
、

こ
れ
ら
は
、

一

般
の
旅
行
で
は
難
し
い
も
の
だ
け
に
、
有
意
義

で
あ

っ
た
。
と
く
に
、

済
南
に
お
い
て
は
、
山
東
大
学
考
古
学
系
主
任
の
禁
鳳
書
氏
に
、
同

行
解
説
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
充

実

し
た
も

の
と
な

っ

た
。
さ
ら
に
、
北
京
で
は
、

一
昨
年
本
学
を
訪
問
さ
れ
た
北
京
大
学

の
王
暁
秋
氏
と
同
行
の
教
員
が
懇
談
し
、
旧
交
を
暖
め
る
機
会
を
得

る
な
ど
、
交
流
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
た
。
全
体
的
に
は
、

い

さ
さ
か
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
な
り
、

一
部
体
調
を
く
ず
す
も
の

も

い
た
が
、
大
過
な
く
全
日
程
を
終
了
し
、
無
事
帰
国
し
た
。
な
お
、

一
九
九
〇
年
春
の
中
国
研
修
旅
行
は
、
江
南

の
各
地
を
対
象
と
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
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◇
会
員
動
向

○
森
田
憲
司
氏

(東
洋
前
近
代
史
担
当
)
は
、
東
洋
史
ゼ
ミ
の
学
生

を
中
心
と
し
た
有
志
の
台
湾
見
学
旅
行
に
同
行
し
、

一
九
八
九
年
二

月
二
〇
日
か
ら
二
月
二
七
日
ま
で
の
間
、
台
北

・
台
南

・
鹿
港
の
各

地
を
訪

れ
、
併
せ
て
史
料
の
収
集
を
行

っ
た
。
参
加
し
た
学
生
諸
君

も
、
故
宮
博
物
院
な
ど
を
見
学
し
た
他
、
大
陸
と
は
異
な
る
現
地
の

風
土
に
触
れ
、
と
く
に
台
南
の
街
の
風
情
と
寺
廟
に
は
強
い
印
象
を

受
け
た
よ
う
で
あ

っ
た
。

○
松
山

宏
氏

(日
本
中
世
史
担
当
)
は
、
八
月
十

一
日
か
ら
二
〇

日
ま
で
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア

へ
旅
行
し
、
ブ
カ
レ
ス
ト
郊
外

に
あ
る
各
時
代
の
民
家
を
集
め
た
村
落
博
物
館
に
は
こ
と
に
強

い
印

象
を
う
け
た
。

昭
和
六
十
三
年
度
史
学
科
卒
業
論
文

〔日
本
史
〕

六
～
七
世
紀
の
対
外
関
係

i
蘇
我
氏
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
1

神
祇
官

の
成
立
と
そ
の
運
営
に
つ
い
て

皇
親
政
治
に
っ
い
て
の
再
検
討

古
代
天

皇
の
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て

粟
田

紀

一

稲
木

武
治

上
野

竜
男

上
村

初
美

古
事
記
と
日
本
書
紀
の
成
立
に
つ
い
て

1
二
王
発
見
説
話
に
関
す
る
一
考
察
i

律
令
政
下
の
僧
尼
に
つ
い
て

写
経
所
経
師
に
つ
い
て
の
検
討

古
代
に
お
け
る
皇
親
に
つ
い
て

古
代
女
帝
の

一
考
察

-
元
明

・
元
正
天
皇
の
即
位
事
情
-

朝
儀
に
つ
い
て
の
一
考
察

蔵
人
所
の
再
検
討

橘
奈
良
麻
呂
の
変
に
お
け
る
皇
親
に
つ
い
て

平
城
京
に
関
す
る

一
考
察

行
基
の
活
動
に
関
す
る

一
試
論

健
児
に
就
い
て

養
老
律
令

の
成
立
に
つ
い
て

皇
位
継
承
に
関
す
る

一
考
察

ー
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
試
論
ー

奈
良
時
代
の
僧
綱

八
色
の
姓
に
つ
い
て

斎
宮
の

一
考
察

い
わ
ゆ
る

「
不
改
常
典
」
に
つ
い
て

古
代
皇
親
考

大
塚

理
加

大
野

祥
子

金
田
真
紀
子

塩
田
の
ぞ
み

鈴
木

理
紗

竹
内

郁
子

竹
内
由
加
里

原 橋 中 出 田 田
島 本 根 口 村 中

克
征

一

充

脳

誠

一

伸
稲
穂

麻
実

星
原

文
子

松
田

崇

水
島
由
加
里

望
月
ひ
ろ
子

若
田
美
佐
子



軍
団
に

つ
い
て

☆

☆

中
世
に
お
け
る
猿
楽
能
の
変
遷
に
つ
い
て

ー
室
町
時
代
初
期
の
猿
楽
-

平
安
末
期
の
奥
六
郡
に
つ
い
て

1
安
倍
氏
勢
力
の
成
立
過
程
と
崩
壊
ー

地
方
に
お
け
る
禅
宗
五
山
派
の
活
動

世
阿
彌

と
佐
渡
ケ
島

中
世
民
衆
の
精
神
生
活

-
年
齢
に
対
す
る
考
え
方
1

日
蓮
を
支
え
た
檀
越

-
四
大
檀
越
を
中
心
に
i

播
磨
赤
松
氏
の
確
立

-
発
展
の
要
素
-

甲
州
武
田
氏
の
領
土
拡
大
と
そ
の
治
政

-

「妙
法
寺
記
」
を
中
心
に
1

戦
国
大
名
の
領
国
支
配

-
毛
利
氏
の
場
合
-

戦
国
大
名
今
川
氏
と
三
河
国

中
世
武
家
社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位

親
鷺

の
妻
帯
に
つ
い
て

☆

-
1
鎌
倉
時
代
の
女
子

の
所
領
相
続

に
つ
い
て
ー

大
門

政
洋

相
山
真
知
子

青
木

和
夫

荒
瀬

聡

石
塚

聰
子

内
山

敏
明

大
島

一
成

大
塚

和
人

柿
本

憲
久

河
原

隆

木
暮
ま
ゆ
み

塩
山

真
子

鈴
木

光
代

飢
饅
に
お
け
る
中
世
民
衆
の
抵
抗

徳
政

一
揆i

民
衆
の
行
動
を
中
心
に
1

島
津
氏
の
家
臣
団
統
制
の
問
題
点

-
梅
北

一
揆
を
中
心
に
1

織
田
信
長
の
鉄
砲
隊
に
つ
い
て

豊
臣
秀
吉
の
文
化
的
側
面

ー
茶
道
を
通
じ
て
1

南
北
朝
期
小
早
川
氏
の
発
展
過
程

上
杉
謙
信
の
家
臣
団
統
制
と
そ
の
軍
事
力

治
承
の
内
乱
に
つ
い
て

1
清
盛
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
福
原
遷
都
-

北
条
氏
の
鎌
倉
政
権
獲
得
の
過
程

戦
国
武
将
武
田
氏
の
家
臣
団

鎌
倉
幕
府
裁
判
判
決
の
有
効
性

鎌
倉
時
代

の
悪
党
に
つ
い
て

奥
州
平
泉

の
滅
亡

-
頼
朝
と
義
経
の
対
立
i

戦
国
時
代
に
お
け
る
城
郭
と
そ
の
惣
構
え
に
つ
い
て

i
伊
丹
城

・有
岡
城
を
中
心
に
1

大
友
宗
麟
の
キ
リ
ス
ト
教
保
護
に
つ
い
て

武 高
本 垣

直勝 史

 

中
野

弘
行

西
尾
寿
美
子

西
田
誠

一
朗

拝
野

直
樹

林

政

一

宮
山

修

森

真
由
美

山
崎

圭

山
田

幹
裕

山
本

知
宏

龍
満
城
三
夫

岡

昌
秀

佐
藤

裕
作
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☆

☆

鳶

江
戸
期

に
お
け
る
博
物
学
の
発
達
に
っ
い
て

尾
張
藩

の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
と
農
民
統
制

近
世
前

期
に
於
け
る
平
戸
松
浦
氏
の
農
民
支
配
に

つ
い
て

1
幕
府
法
と
比
較
し
て
i

近
世
後

期
の
長
州
藩
に
お
け
る
専
売
制
の
推
移

近
世
中
期
に
お
け
る
家
訓
の
成
立
と
家
業
の
展
開

幕
末
長
州
藩
に
お
け
る
奇
兵
隊
に
つ
い
て
の

一
考
察

近
世
中
後
期
の
京
都
に
お
け
る
施
行

近
世
中
期
に
お
け
る
彦
根
藩
の
藩
政
改
革

江
戸
時

代
に
お
け
る
農
業
の
発
展
と
農
業
技
術

近
世
初
期
に
お
け
る
大
和
支
配
の
展
開

近
世
大
坂
に
お
け
る
庶
民
の
生
活
と
道
に
つ
い
て

江
戸
時

代
に
お
け
る
旅
と
観
光
業
の
発
達

岡
山
藩
確
立
期
に
於
け
る
文
教
政
策

近
世
中

・
後
期
の
藤
堂
藩
領
に
お
け
る
無
足
人
の

役
割

に
つ
い
て

近
世
京
都
の
町
共
同
体
に
於
け
る
家
屋
敷
所
持
を

め
ぐ

っ
て

都
市
庶
民
の
生
活
と
享
保
改
革

ー
地
代

・
店
賃
を
中
心
と
し
て
i

阿
部

顕
介

石
根

篤

竹 黒 北 古 菊 辛 小 井
内 瀧 川 瀬 川 山 川 原

け 儀 清 文 辰 信 智 康
い 之 司 人 雄 次 幸 政

 

津
田
佳
代
子

鶴
木

淳

中
村

勝
行

樋
口

陽

福
田

祐
子

藤
原

和
也

「
会
津
農
書
」
か
ら
み
た
東
北
地
方

の
農
村

と
農

業

に
つ
い
て

近
世

の
婚
姻
よ
り
見
た

「家
」

江
戸
幕
府
成
立
期
に
お
け
る
代
官
頭
の
歴
史
的
役
割

近
世
中
期
の
道
路
改
修
事
業
と
木
食
正
禅
の
史
的

考
察

豊
臣
政
権
期

に
お
け
る
島
津
氏
の
軍
役
と
兵
農
分
離

近
世
前
期
に
於
け
る
茶
道
の
歴
史
的
役
割

近
世
中

・
後
期
に
お
け
る

「食
観
」
と
食
生
活
に

つ
い
て

前
田
利
常

に
よ
る
初
期
加
賀
藩
の
藩
政

近
世

の
民
衆
運
動

「
お
か
げ
ま
い
り
」
に
つ
い
て

の

一
考
察

☆

☆

☆

鉄
道
の
敷
設
と
街
の
形
成
の
関
連

-
難
波
と
阪
堺
鉄
道
を

一例
と
し
て
t

綾
部
地
方

に
お
け
る
養
蚕
業
と
製
糸
業
の
関
係
に

つ
い
て
の

一
考
察

京
都
復
興
と
京
都
策
に
つ
い
て

i
琵
琶
湖
疏
水
計
画
を
中
心
に
-

近
代
的
商
港
と
し
て
の
岸
和
田
港
の
成
立
過
程

本
田

友
康

村
山
真
由
美

持
田

茂
彦

安
田
真
紀
子

横
田

裕
之

横
野

直
樹

吉
岡

京
子

吉
田

善
幸

茨
木

啓
子

井
上

守

岡
西

健
雄

岡
本

欣
也

小
田

卓
司
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旧
枚
岡
市

に
お
け
る
伸
線
業
に
つ
い
て
の

一
考
察

松
原
市

及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
溜
池
に
つ

い
て

の

一
考
察

相
生
の
播
磨
造
船
所
と
鈴
木
商
店

地
方
自

治
の
展
開

-
岐
阜
県
に
お
け
る
郡
制
遅
延
の
理
由
-

大
阪
市

に
お
け
る
戦
後
都
市
整
備
事
業
の
展
開

近
畿
型
地
域
産
業
の
展
開
と
鉄
道

堺
市
と
大
阪
市
の
相
関
関
係

-
堺
港
修
築
と
都
市
計
画
を
ふ
ま
え
て
ー

戦
後
農

民
運
動
と
農
地
改
革

ー
香
川
県
を
中
心
と
し
て
…

滋
賀
県
東
浅
郡
に
お
け
る
治
水
事
業
の
歴
史
的
考
察

都
市
合
併
問
題
の
歴
史
的
考
察

1
大
阪
特
別
市
制
問
題
と
そ
れ
に
よ
る
堺
市

と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
-

熊
本
に
お
け
る
藺
業
の
近
代
的
展
開

愛
知
県

に
お
け
る
明
治
期
の
鉄
道
計
画

-
信
参
鉄
道
計
画
と
碧
海
銀
行
に
関
す
る

一考
察
1

「吉
野

川
分
水
」
和
歌
山
と
の
争
点

近
代
に
お
け
る
地
場
産
業

の
展
開

-
奈
良
県
香
芝
町
二
上
村
の
事
例
1

佐
藤

晋
也

竹
内

幹
枝

西
田

佳
生

服
部

聡

藤 藤 浜
原 田

節 祥 公
子 保 彦

 

真
鍋

幸
世

水
谷
香
代
子

巳
波
亜
紀
子

村
上
久
実
子

桃
木

雅
代

森
岡

良
和

吉
村

元
宏

〔東
洋
史
〕

中
国
に
お
け
る
刑
罰
の
推
移
に
つ
い
て

稲
室

史
子

ー
後
漢
末
か
ら
唐
ま
で
の
肉
刑
論
を
中
心
と
し
て
ー

中
国
近
世
の
都
市
に
つ
い
て

i
唐

・
五
代

・
宋
に
お
け
る
京
師
の
治
安
-

漢
代
に
お
け
る
辺
境
に
つ
い
て

階

・
唐
代

に
お
け
る
対
外
文
化
交
流
に
つ
い
て

i
朝
鮮
三
国
と
の
冊
封
体
制
1

三
国
呉

の
対
外
政
策
に
つ
い
て

元
代
泉
州
に
お
け
る
回
教
徒

の
活
動
に
つ
い
て

宋
代
に
お
け
る
香
薬

両
漢
交
替
期

の
民
衆
反
乱
に
つ
い
て

☆

☆

☆

行
11
清
代
、
北
京
に
お
け
る
民
衆
生
活
の

一
端

-
菓
子
屋
ギ
ル
ド
を
中
心
と
し
て
1

太
平
天
国
の
思
想
に
関
す
る

一
考
察

ー
宗
教
と
農
民
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
ー

中
国
租
界
回
収
に
つ
い
て
の

一
考
察

-
五
計
事
件
を
中
心
と
し
て
1

南
京
大
虐
殺
の
真
偽
に
つ
い
て

1
虐
殺
の
構
造
1

上
垣

雅
行

下
村
幸
比
古

鈴
木
恵
理
子

田
村

正
顕

樋
口

彰
子

矢
田

一
美

渡
辺

雅
子

尾
上

葉
子

芝

香
寿
人

竹
島

陽
子

多
田

律
子
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銀
問
題

と
幣
制
改
革

清
末
に
お
け
る
婦
女
解
放
運
動
に
つ
い
て

李
鴻
章

の
外
交
に
お
け
る
立
場

1

「琉
球
問
題
」
を
中
心
に
し
て
1

百
日
維
新

-
清
末
改
革
運
動
の
挫
折
!

〔西
洋
史
〕

共
和
政

ロ
ー
マ
の
貴
族
層
に
つ
い
て

1
権
力
構
造
を
中
心
に
ー

カ
ル
タ
ゴ
の
復
興

-
第

一
次
ポ
エ
ニ
戦
争
後
の
15
年
間
に
つ
い
て
ー

☆

☆

西
欧
中
世
に
お
け
る
都
市
と
農
村

西
欧
中
世
に
お
け
る
都
市
と
そ
の
生
活

ロ
ベ
ス
ピ

エ
ー
ル
と
恐
怖
政
治

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
協
定
以
後
の
国
際
関
係

ー
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
に
1

三
大
宗

教
的
騎
士
団
の
形
成

☆

15

～

16
世

紀

の
民

衆

の
精

神

文

化

に

つ

い
て

、ー

ヒ

エ
ロ
ニ
ム
ス

・
ボ

ス
の
絵
画
を
通
じ

て
ー

キ

リ

ス
ト

教

ス
ペ

イ

ン

の
国

土

回

復

運

動

松 久 中
井 冨 嶋

直 直 孝樹
子 子

 

綿
田

良
作

大
浦

靖
子

星
野

景
子

井
上

貴
晴

内
海

雅
弘

大
野

朋
子

角

洋
介

権
藤
小
夜
子

西
村

弥
生

甘
合
ま
り
こ

イ
ギ

リ

ス
に

お

け

る
魔

女

狩

り

に

つ
い

て

☆

☆

☆

メ

キ

シ

コ
壁

画

運

動

-
反

ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
と
表
現
主
義
の
視
点

か
ら
1

先

ス
ペ

イ

ン
期

の

メ

ソ

ア

メ
リ

カ

ナ
ポ

レ

オ

ン
伝

説

に

つ

い

て

ー

そ
の
社
会
的
基
盤
に

つ
い
て
の

一
考
察
-

戦

間

期

に

お

け

る
日

本

の
石

油

資

源

問

題

ナ

チ

ス
政

権

下

に

お
け

る
社

会

・
経

済

と

「
生

存

圏

」

冷

戦

に

つ
い

て

ー
ト

ル
ー

マ
ン

・
ド
ク
ト
リ

ン
を
中
心
に
ー

ス
ペ

イ

ン
内

戦

と
列

強

と

の
関

係

日

米

両

国

に

お

け

る

レ

ッ
ド

パ
ー

ジ

に
関

す

る

一
考

察

ロ
シ

ア
革

命

の
原

因

に

つ
い

て

ー
第

一
次
革
命
に
至
る
農
民
問
題
ー

ハ
プ

ス
ブ

ル

ク
帝

国

の
民

族

問

題

-

「
ア
ウ

ス
グ

ラ
イ

ヒ
」

を
め
ぐ
る
諸
民
族

の
情
勢
ー

イ
ギ

リ

ス
に

お

け

る

ロ

マ
ン
主

義

文

学

の
2

類

型

ロ

ス
チ

ャ
イ

ル

ド

オ

ー

ス
ト

リ

ア

と
合

邦

問

題

八
木

国
夫

新
井

人
志

大
塚
千
栄
子

小
幡

勉

千 白 勝
住 井 又

清 英 秀
子 吉 行

 

豊
島

宏
実

中
田

久
樹

中
村
亜
砂
子

福
岡

有
希

福
家

正
博

村
上

克
彦

黒
田

浩
司
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受

贈

雑
誌

及
び

図
書

(自

一
九
八
八
年
十

一月

至
一
九
八
九
年
十
一
月
)

東
洋
史

苑

(龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
)
第
三
二
、
三
三
号

立
命
館
史
学

(立
命
館
史
学
会
)
第
九
、

一
〇
号

漢
学
研
究
通
訊

(漢
学
研
究
中
心
)
第
七
巻
第
三
、
四
期

第
八
巻

第

一
、
二
期

史
艸

(日
本
女
子
大
学
史
学
研
究
会
)
第
二
九
、
三
〇
号

歴
史

(東
北
史
学
会
)
第
七

一
～
三
輯

研
究
紀
要

(滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
)
第
二
二
号

花
園
史
学

(花
園
大
学
史
学
会
)
第
九
、

一
〇
号

史
苑

(立
教
大
学
史
学
会
)
第
四
八
巻
第
二
号

第
四
九
巻

一
、
二
号

横
浜
市
立
大
学
論
叢

第
三
九
巻
第
二

・
三
号

東
京
大
学
文
学
部
文
化
交
流
研
究
施
設
研
究
紀
要

第
八
号

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究

(東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア

・

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
)
第
三
六
、
三
七
号

弘
前
大
学
国
史
研
究

(弘
前
大
学
国
史
研
究
会
)
第
八
五
、
八
六
号

千
葉
史
学

(千
葉
歴
史
学
会
)
第

=
二
～

一
五
号

東
洋
文
化
学
科
年
報

(追
手
門
学
院
大
学
東
洋
文
化
学
科
)
第
三
号

上
智
史

学

(上
智
大
学
史
学
会
)
第
三
三
号

橘
史
学

(京
都
橘
女
子
大
学
歴
史
学
会
)
第
三
、
四
号

民
具
マ
ン
ス
リ
ー

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
)
第
二

一

巻
八
～

一
二
号
、
第
二
二
巻
第

一
～
四
号

西
洋
史
論
叢

(早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
)
第

一
〇
号

群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
6

吾
妻
郡
吾
妻
町
伊
能
家
文
書

ω

(群
馬
県
立
文
書
館
)

紀
尾
井
史
学

(上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生
会
)
第
八
号

西
洋
史
学
報

(広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
会
)
第

一
五
号

東
北
学
院
大
学
論
集

歴
史
学

・
地
理
学

第
二
〇
号

愛
知
大
学
文
学
論
叢

(愛
知
大
学
文
学
会
)
第
八
九
～
九
一
輯

鹿
大
史
学

(鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
)
第
三
六
号

鷹
陵
史
学

(仏
教
大
学
歴
史
研
究
所
)
第

一
四
号

横
浜
商
大
論
集

(横
浜
商
科
大
学
学
術
研
究
会
)
第
二
二
巻
第

一
、

二
号

寧
楽
史
苑

(奈
良
女
子
大
学
史
学
会
)
第
三
四
号

龍
谷
史
壇

(龍
谷
大
学
史
学
会
)
第
九
二
、
九
三
・
四
号

お
茶
の
水
史
学

(
お
茶
の
水
女
子
大
学
読
史
会
)
第
三

一
号

就
実
女
子
大
学
史
学
論
集

第
三
号

日
本
文
化
史
研
究

(帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
化
史
学
会
)
第

一
〇
、

=

号

中
央
史
学

(中
央
史
学
会
)
第

=
一号
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ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要

(亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
)
第

一
五
号

漢
民
族
を
と
り
ま
く
世
界

(学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
調
査
研

究
報
告
二
五
)

政
治
文
化
に
関
す
る
計
量
比
較
研
究

(学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
調
査
報
告
二
二
)

創
価
大
学
人
文
論
集

創
刊
号

東
海
史
学

(東
海
大
学
史
学
会
)
第
二
三
号

三
井
文
庫
論
叢

第
二
二
号

広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告

第

一
〇
、

一
一
号

京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要

第

一
五
号

岩
手
史
学
研
究

(岩
手
史
学
会
)
第
七
二
号

富
士
論
叢

(富
士
短
期
大
学
学
術
研
究
会
)
第
三
三
巻
第
二
号
、
第

三
四
巻
第

一
号

史
泉

(関
西
大
学
史
学

・
地
理
学
会
)
第
六
九
、
七
〇
号

史
学

(三
田
史
学
会
)
第
五
八
巻
第
二
号

栃
木
史
学

(国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
史
学
会
)
第
三
号

日
本
常
民
文
化
紀
要

(成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)
第

一
四
輯

岡
崎
市
史
研
究

(岡
崎
市
史
編
纂
委
員
会
)
第

一
一
号

聖
心
女
子
大
学
論
叢

第
七
二
、
七
三
集

ア
カ
デ
ミ
ア

(南
山
大
学
)
人
文

・
社
会
科
学
編

第
四
九
号

東
洋
に
お
け
る
自
然
観
の
比
較
研
究

金
谷
治
編

(追
手
門
学
院
大

学
文
学
部
東
洋
文
化
学
科
)

中
国
水
利
史
研
究

(中
国
水
利
史
研
究
会
)
第

一
八
号

史
観

(早
稲
田
大
学
史
学
会
)
第

一
二
〇
、

一
二

一
冊

豊
後
国
都
甲
荘
二

(大
分
県

立
宇
佐
風

土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料

館
)

兵
庫
県
の
歴
史

(兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
)
第
二
五
号

法
政
史
学

(法
政
大
学
史
学
会
)
第
四

一
号

専
修
史
学

(専
修
大
学
歴
史
学
会
)
第
一
=

号

法
政
史
論

(法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
)
第

一
四
～

一
六
号

史
友

(青
山
学
院
大
学
史
学
会
)
第
二

一
号

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要

文
学
部
二

一
号

ス
ペ
イ
ン
史
研
究

(
ス
ペ
イ
ン
史
学
会
)
第

五
号

秋
大
史
学

(秋
田
大
学
史
学
会
)
第
三
五
号

年
報
中
世
史
研
究

(中
世
史
研
究
会
)
第

一
四
号

京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要

第
五
、
六
号

新
潟
史
学

(新
潟
史
学
会
)
第
二
二
、

二
三
号

日
本

モ
ン
ゴ

ル
学
会
紀
要

第

一
九
号

日
本
思
想
史
研
究

(東
北
大
学
文
学
部
日
本

思
想
史
学
研
究
室
)
第

二

一
号
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日
本
仏
教
史
学

(日
本
仏
教
史
学
会
)
第
二
三
号

住
友
史
料
館
報

第

一
九
号

資
料
館
紀
要

(京
都
府
立
総
合
資
料
館
)
第

一
七
号

帝
京
史
学

(帝
京
大
学
史
学
会
)
第
四
号

創
設
十
周
年
記
念
皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
所
論
集

群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録

第
三
集

明
治
期
学
務
編
-

県
立
文
書
館
)

双
文

(群
馬
県
立
文
書
館
)
第
六
号

土
浦
市
立
博
物
館
紀
要

第

一
号

史
叢

(日
本
大
学
史
学
会
)
第
四
二
号

米
沢
史
学

(山
形
女
子
短
期
大
学
米
沢
史
学
会
)
第
五
号

歴
史
人
類

(筑
波
大
学
歴
史

・
人
類
学
系
)
第

一
七
号

白
山
史
字

(東
洋
大
学
白
山
史
学
会
)
第
二
五
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要

第
四
二
集

史
学
科
篇

一
四

神
戸
大
学
史
学
年
報

(神
戸
大
学
史
学
研
究
会
)
第
四
号

地
域
研
究
い
た
み

(伊
丹
市
立
博
物
館
)
第

一
八
号

ふ
び
と

(三
重
大
学
歴
史
研
究
会
)
第
四
四
号

日
本
研
究

(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)
第

一
集

二
松

(
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)
3

二
松
学
舎
論
集

第
三
二
号

(群
馬

二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
集
刊

第

一
九
集

宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報

一
九
八
八

キ
リ
ス
ト
教
史
学

(キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
)
第
四
二
集

海
南
史
学

(高
知
海
南
史
学
会
)
第
二
七
号

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢

第
四
〇
、
四

一
輯

北
大
史
学

(北
大
史
学
会
)
第
二
九
号

史
窓

(京
都
女
子
大
学
史
学
会
)
第
四
六
号

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要

第
二
三
号

高
円
史
学

(高
円
史
学
会
)
第
五
号

明
代
史
研
究

第

一
七
号

東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要

第
二

一
号

帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告

第

一
集

御
影
史
学
論
集

(御
影
史
学
研
究
会
)
第

一
四
号

企
画
展
示

中
世
の
武
家
文
書

(国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
)

吉
備
地
方
文
化
研
究

(就
実
女
子
大
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所
)

第
二
号

宇
佐
家
伝
承

続
古
伝
が
語
る
古
代
史

宇
佐
公
康
著

一111一


